
(57)【要約】
【課題】エアクリーナ本体にエアクリーナエレメント及びシール構造部材を取り付け易く
し、エアの流れを滑らかにする内燃機関用エアクリーナの提供。
【解決手段】本発明の内燃機関用エアクリーナは、外部から導入されるエアを濾過するエ
アクリーナエレメントと、該エレメントを境界にエアの濾過前後のダスティ側空間とクリ
ーン側空間とが区画された構造のエアクリーナ本体と、前記クリーン側空間内に位置し且
つ前記エレメントにより清浄化された清浄エアを整流する整流口とを備え、前記エアクリ
ーナエレメント及び前記整流口がシール材を介して連接された一体型部材を、前記エアク
リーナ本体に対して着脱可能に備え、前記エアクリーナエレメントと前記シール材との間
及び前記整流口と前記シール材との間のそれぞれに剛性枠材を設け、前記整流口に、前記
清浄エアを滑らかに流通させるための整流部材を設けた。
【選択図】　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
外 部 か ら 導 入 さ れ る エ ア を 濾 過 す る エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト と 、 該 エ レ メ ン ト を 境 界 に エ
ア の 濾 過 前 後 の ダ ス テ ィ 側 空 間 と ク リ ー ン 側 空 間 と が 区 画 さ れ た 構 造 の エ ア ク リ ー ナ 本 体
と 、 前 記 ク リ ー ン 側 空 間 内 に 位 置 し 且 つ 前 記 エ レ メ ン ト に よ り 清 浄 化 さ れ た 清 浄 エ ア を 整
流 す る 整 流 口 と を 備 え る 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ で あ っ て 、
前 記 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト 及 び 前 記 整 流 口 が シ ー ル 材 を 介 し て 連 接 さ れ た 一 体 型 部 材 を
、 前 記 エ ア ク リ ー ナ 本 体 に 対 し て 着 脱 可 能 に 備 え 、
前 記 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト と 前 記 シ ー ル 材 と の 間 及 び 前 記 整 流 口 と 前 記 シ ー ル 材 と の 間
の そ れ ぞ れ に 剛 性 枠 材 を 設 け 、
前 記 整 流 口 に 、 前 記 清 浄 エ ア を 滑 ら か に 流 通 さ せ る た め の 整 流 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と
す る 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 整 流 部 材 が 、 前 記 整 流 口 に お け る 前 記 剛 性 枠 材 か ら エ ア の 流 れ の 上 流 及 び ／ 又 は 下 流
方 向 に 延 出 し た 曲 面 を 有 す る 一 又 は 二 以 上 の 整 流 板 か ら な る 、 請 求 項 １ 記 載 の 内 燃 機 関 用
エ ア ク リ ー ナ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 整 流 部 材 を 、 前 記 剛 性 枠 材 と 一 体 的 に 設 け た 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 内 燃 機 関 用 エ ア
ク リ ー ナ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 整 流 口 に 、 更 に 、 フ ァ ン ネ ル 材 を 前 記 剛 性 枠 材 と 一 体 的 に 又 は 別 個 に 設 け た 、 請 求 項
１ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 剛 性 枠 材 、 前 記 整 流 部 材 及 び ／ 又 は 前 記 フ ァ ン ネ ル 材 が 、 樹 脂 か ら な る 、 請 求 項 １ ～
４ の 何 れ か に 記 載 の 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 シ ー ル 材 が 、 ゴ ム か ら な る 、 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か に 記 載 の 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ
。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 エ ア ク リ ー ナ 本 体 が エ ア ク リ ー ナ ケ ー ス 及 び エ ア ク リ ー ナ キ ャ ッ プ を 備 え 、 該 エ ア ク
リ ー ナ ケ ー ス に 、 外 部 か ら エ ア を 取 り 入 れ る エ ア 導 入 部 及 び 整 流 さ れ た 前 記 清 浄 エ ア を 外
部 に 案 内 す る エ ア 導 出 部 を 設 け 、 該 エ ア ク リ ー ナ ケ ー ス と 該 エ ア ク リ ー ナ キ ャ ッ プ と の 間
に 前 記 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト 及 び 前 記 整 流 口 を 有 す る 前 記 一 体 型 部 材 を 備 え る 、 請 求 項
１ ～ ６ の 何 れ か に 記 載 の 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ ～ ７ の 何 れ か に 記 載 の 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ に 用 い ら れ る 、 着 脱 可 能 な エ ア ク
リ ー ナ 用 一 体 型 部 材 で あ っ て 、
前 記 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト と 、 前 記 シ ー ル 材 と 、 前 記 剛 性 枠 材 と 、 前 記 整 流 部 材 と が 一
体 化 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る エ ア ク リ ー ナ 用 一 体 型 部 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ に 関 す る も の 、 詳 細 に は 、 特 に 、 エ ン ジ ン の 直 上 に 取
り 付 け る エ ア ク リ ー ナ と し て 好 適 な 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 か ら 、 エ ア （ 空 気 ） の 流 れ の 改 善 等 を 目 的 と し た 種 々 の エ ア ク リ ー ナ が 開 発 さ れ て い
る 。 例 え ば 、 特 開 平 ９ － １ ２ ６ ０ ６ ７ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ０ ３ ９ ２
１ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） 、 特 開 平 １ １ － ２ ２ ９ ９ ７ ９ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ３ ） 、 特 開 平 １ ０
－ ２ ８ ８ １ ０ ２ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ４ ） 、 特 開 平 ５ － ２ ６ １ ２ ４ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ５ ） 等 に
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記 載 の エ ア ク リ ー ナ が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ ら の う ち 、 特 開 平 ９ － １ ２ ６ ０ ６ ７ 号 公 報 に お い て は 、 内 燃 機 関 の エ ア ク リ ー ナ 装 置
に お い て 、 内 燃 機 関 の 仕 様 が 異 な る 場 合 で も 、 エ ア ク リ ー ナ の 部 品 の 共 通 化 を 図 り 、 ま た
、 一 の 金 型 を 使 用 さ せ 、 生 産 コ ス ト を 低 減 し 、 更 に 、 吸 気 パ イ プ の 吸 入 口 を 同 一 レ イ ア ウ
ト で 使 用 さ せ 、 し か も 、 エ ア ク リ ー ナ に 補 機 を 容 易 に 装 着 さ せ る こ と を 目 的 と し た 内 燃 機
関 の エ ア ク リ ー ナ 装 置 が 開 示 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 内 燃 機 関 の エ ア ク リ ー ナ 装 置 は 、 エ ア ク リ ー ナ ケ ー ス を ロ ア 及 び ア ッ パ ケ ー ス か ら 構
成 し 、 ロ ア ケ ー ス 内 を 区 画 壁 に よ り 二 つ の 室 に し 、 一 の 室 と ア ッ パ ケ ー ス と の 間 に は エ ア
ク リ ー ナ エ レ メ ン ト を 設 け 、 一 の 室 側 の ロ ア ケ ー ス に 空 気 導 入 部 を 設 け 、 他 の 室 側 の ロ ア
ケ ー ス に 空 気 導 出 部 を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 こ の よ う な エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト に よ る エ ア の 濾 過 前 後 の ダ ス テ ィ 側 空 間 と ク リ
ー ン 側 空 間 と が 区 画 さ れ た 構 造 の 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ に お い て 、 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ
ン ト を 交 換 部 品 と し て 容 易 に 交 換 で き る よ う に す る と と も に エ ア ク リ ー ナ 本 体 に 対 す る 挿
入 性 を 持 た せ る た め 、 図 ９ に 示 す よ う な 、 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト の 外 周 に ゴ ム 材 を 設 け
る と と も に ク リ ー ン 側 空 間 に お け る エ ア の 流 通 口 を 有 す る シ ー ル 構 造 部 材 を 、 エ ア ク リ ー
ナ 本 体 （ エ ア ク リ ー ナ ケ ー ス ） に 着 脱 可 能 に 設 け た エ ア ク リ ー ナ も 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し か し 、 か か る エ ア ク リ ー ナ で は 、 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト を 含 む シ ー ル 構 造 部 材 の ゴ ム
材 に よ り 形 状 が 一 定 で な く 柔 ら か い た め 、 該 シ ー ル 構 造 部 材 に お け る ク リ ー ン 側 空 間 の 側
に お い て 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 に 対 す る 挿 入 性 を 確 保 で き ず 、 こ の た め エ ア ク リ ー ナ 本 体 に
シ ー ル 構 造 部 材 を 組 み 付 け 難 い と い う 問 題 が あ っ た （ 図 ９ （ ｂ ） 参 照 ） 。 ま た 、 こ の エ ア
ク リ ー ナ で は 、 エ ア の 乱 れ が 生 じ 、 エ ア の 流 れ が 滑 ら か で な い と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 前 記 の エ ア ク リ ー ナ は 、 前 記 シ ー ル 構 造 部 材 が エ ア ク リ ー ナ 本 体 に 対 す る 挿 入 機 能
（ シ ー ル 機 能 ） し か 持 た な い も の で あ る 。 こ の た め 、 エ ア の 流 れ を 滑 ら か に す る 機 能 を も
付 加 す る た め に 、 エ ア ク リ ー ナ キ ャ ッ プ （ ア ッ パ ケ ー ス ） や エ ア ク リ ー ナ ケ ー ス （ ロ ア ケ
ー ス ） 側 に 整 流 板 を 設 け た も の も あ る 。 し か し 、 こ の よ う な 整 流 板 を 設 け た も の で は 、 製
造 す る た め の 金 型 が 複 雑 に な り 、 ま た 製 造 上 の 制 約 に よ っ て は 整 流 板 の 形 状 が 限 ら れ て し
ま う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － １ ２ ６ ０ ６ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ０ ３ ９ ２ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 １ １ － ２ ２ ９ ９ ７ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】
特 開 平 １ ０ － ２ ８ ８ １ ０ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】
特 開 平 ５ － ２ ６ １ ２ ４ 号 公 報
【 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
従 っ て 、 本 発 明 は 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 に エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト 及 び シ ー ル 構 造 部 材 を 取
り 付 け 易 く し 、 エ ア の 流 れ を 滑 ら か に す る 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-144025 A 2004.5.20



本 発 明 は 、 外 部 か ら 導 入 さ れ る エ ア を 濾 過 す る エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト と 、 該 エ レ メ ン ト
を 境 界 に エ ア の 濾 過 前 後 の ダ ス テ ィ 側 空 間 と ク リ ー ン 側 空 間 と が 区 画 さ れ た 構 造 の エ ア ク
リ ー ナ 本 体 と 、 前 記 ク リ ー ン 側 空 間 内 に 位 置 し 且 つ 前 記 エ レ メ ン ト に よ り 清 浄 化 さ れ た 清
浄 エ ア を 整 流 す る 整 流 口 と を 備 え る 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ で あ っ て 、 前 記 エ ア ク リ ー ナ
エ レ メ ン ト 及 び 前 記 整 流 口 が シ ー ル 材 を 介 し て 連 接 さ れ た 一 体 型 部 材 を 、 前 記 エ ア ク リ ー
ナ 本 体 に 対 し て 着 脱 可 能 に 備 え 、 前 記 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト と 前 記 シ ー ル 材 と の 間 及 び
前 記 整 流 口 と 前 記 シ ー ル 材 と の 間 の そ れ ぞ れ に 剛 性 枠 材 を 設 け 、 前 記 整 流 口 に 、 前 記 清 浄
エ ア を 滑 ら か に 流 通 さ せ る た め の 整 流 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ
ー ナ を 提 供 す る こ と に よ り 、 前 記 目 的 を 達 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ に 用 い ら れ る 、 着 脱 可 能 な エ ア ク リ ー ナ 用
一 体 型 部 材 で あ っ て 、 前 記 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト と 、 前 記 シ ー ル 材 と 、 前 記 剛 性 枠 材 と
、 前 記 整 流 部 材 と が 一 体 化 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る エ ア ク リ ー ナ 用 一 体 型 部 材 を 提 供
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ に つ い て 、 そ の 好 ま し い 実 施 形 態 に 基 づ い て 詳 細
に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ は 、 内 燃 機 関 に 吸 入 さ れ る エ ア （ 空 気 ） 中 の 塵 埃 を 除 去
す る も の で あ り 、 そ の 一 実 施 形 態 と し て 、 図 １ ～ ３ に 示 す 実 施 形 態 の エ ア ク リ ー ナ １ ０ を
好 適 に 提 供 す る も の で あ る 。 尚 、 図 １ は 、 本 実 施 形 態 の エ ア ク リ ー ナ １ ０ を そ の エ ア 導 入
部 ３ 及 び エ ア 導 出 部 ４ を 有 す る 側 か ら 見 た と き の エ ア ク リ ー ナ １ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 図 ２
は 、 図 １ に 示 す エ ア ク リ ー ナ １ ０ に お け る エ ア 導 入 部 ３ 及 び エ ア 導 出 部 ４ を 含 む 平 面 で 切
断 し た と き の 正 面 視 断 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 図 ２ に 示 す エ ア ク リ ー ナ １ ０ に お け る Ａ － Ａ
断 面 図 （ 一 部 省 略 ） で あ る 。 ま た 、 図 中 の 矢 印 は 、 エ ア の 流 れ の 方 向 を 示 す （ 以 下 、 各 図
に お い て 同 じ ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の エ ア ク リ ー ナ １ ０ は 、 エ ア ク リ ー ナ キ ャ ッ プ １ と エ ア ク
リ ー ナ ケ ー ス ２ と が そ れ ぞ れ 組 合 さ れ て エ ア ク リ ー ナ 本 体 と し て 構 成 さ れ て い る 。 エ ア ク
リ ー ナ ケ ー ス ２ は 、 そ の 一 の 側 面 に エ ア 導 入 部 ３ を 備 え 、 底 面 に エ ア 導 出 部 ４ を 備 え て い
る 。 エ ア 導 入 部 ３ は 、 外 部 か ら エ ア を 取 り 入 れ る 開 口 で あ り 、 ま た 、 エ ア 導 出 部 ４ は 、 後
述 す る エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト ８ 及 び 整 流 口 ９ に よ っ て 清 浄 ・ 整 流 さ れ た エ ア を 外 部 に 案
内 す る 開 口 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の よ う な 構 造 の エ ア ク リ ー ナ １ ０ は 、 例 え ば 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 車 両 ４ ０ に お け る
エ ン ジ ン の 直 上 に お い て 、 エ ア ク リ ー ナ キ ャ ッ プ １ が 車 両 上 側 に 、 ま た エ ア ク リ ー ナ ケ ー
ス ２ が 車 両 下 側 に 位 置 す る よ う に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 エ ア ク リ ー ナ ケ ー ス ２ は 、 そ の 内 部 に 平 面 視 で 二 分 割 さ れ る 二 つ の 部
屋 を 形 成 す る た め の 区 画 壁 ５ を 設 け て い る 。 こ の 区 画 壁 ５ を 設 け る と と も に エ ア ク リ ー ナ
エ レ メ ン ト ８ を 所 定 の 位 置 に 取 り 付 け る こ と に よ っ て 、 エ ア ク リ ー ナ キ ャ ッ プ １ 及 び エ ア
ク リ ー ナ ケ ー ス ２ か ら な る エ ア ク リ ー ナ 本 体 は 、 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト ８ を 境 界 に エ ア
の 濾 過 前 後 の ダ ス テ ィ 側 空 間 ６ （ エ ア 導 入 部 ３ を 有 す る 側 ） と ク リ ー ン 側 空 間 ７ （ エ ア 導
出 部 ４ を 有 す る 側 ） と が 区 画 さ れ た 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト ８ は 、 略 矩 形 平 面 状 の も の で あ り 、 該 エ ア ク
リ ー ナ エ レ メ ン ト ８ と 略 同 サ イ ズ で 平 面 形 状 が 略 矩 形 で あ る 整 流 口 ９ と と も に 、 シ ー ル ゴ
ム １ ２ を 介 し て 連 接 さ れ た 一 体 型 部 材 １ ４ と し て 使 用 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 一 体 型 部 材 １
４ は 、 エ ア ク リ ー ナ キ ャ ッ プ １ 及 び エ ア ク リ ー ナ ケ ー ス ２ が 組 み 合 わ さ れ る 部 分 の 間 に 挿

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-144025 A 2004.5.20



入 す る よ う に し て 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 に 対 し て 着 脱 可 能 に 備 え ら れ る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
整 流 口 ９ は 、 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト ８ に よ り 清 浄 化 さ れ た 清 浄 エ ア を 整 流 す る た め の も
の で あ り 、 一 体 型 部 材 １ ４ の 一 部 と し て 、 ク リ ー ン 側 空 間 ７ 内 の 所 定 の 位 置 に 着 脱 可 能 に
設 置 さ れ る 。 こ の 際 、 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト ８ と 整 流 口 ９ は 、 両 者 が 略 同 一 平 面 に 位 置
す る よ う に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 一 体 型 部 材 １ ４ は 、 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト ８ と シ ー ル ゴ ム １ ２ と の
間 、 及 び 整 流 口 ９ と シ ー ル ゴ ム １ ２ と の 間 の そ れ ぞ れ に 樹 脂 枠 １ ３ を 有 す る も の で あ る 。
こ の よ う に 、 一 体 型 部 材 １ ４ は 、 シ ー ル ゴ ム １ ２ と と も に 樹 脂 枠 １ ３ を 有 す る も の で あ る
た め 、 そ れ 自 体 剛 性 を 有 す る も の で あ る 。 尚 、 図 ４ は 、 一 体 型 部 材 １ ４ の う ち 、 フ ァ ン ネ
ル 材 １ ５ （ 後 述 ） を 省 略 し て 示 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
一 体 型 部 材 １ ４ は 、 上 記 の 如 き 剛 性 を 有 す る 構 造 で あ る た め 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 エ ア ク
リ ー ナ 本 体 か ら 離 脱 さ せ た 際 に お い て も 、 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト ８ と 整 流 口 ９ を 略 同 一
平 面 に 位 置 さ せ る よ う 保 持 可 能 な も の で あ る 。 即 ち 、 一 体 型 部 材 １ ４ の 一 部 が 重 力 に よ っ
て 垂 れ 下 が る 等 の 形 状 の 変 形 が 生 じ る こ と が な く 、 一 体 型 部 材 １ ４ を 片 手 で 支 持 す る こ と
が 可 能 と な る （ 図 ６ （ ｂ ） と 図 ９ （ ｂ ） と を 対 比 参 照 ） 。 ま た 、 こ れ に よ り 、 樹 脂 枠 １ ３
の 外 周 の シ ー ル ゴ ム １ ２ を 介 し て 一 体 型 部 材 １ ４ を エ ア ク リ ー ナ 本 体 に 容 易 に 挿 入 す る こ
と が 可 能 と な る 。 ま た 、 樹 脂 枠 １ ３ を 設 け た こ と に よ り 、 整 流 口 ９ の 内 側 を 一 定 形 状 に 保
持 で き る た め 、 整 流 効 果 を 良 好 に 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
そ し て 、 整 流 口 ９ に は 、 清 浄 エ ア を 滑 ら か に 流 通 さ せ る た め の 整 流 部 材 １ １ が 設 け ら れ て
い る 。 こ の 整 流 部 材 １ １ は 、 図 ３ 及 び ４ に 示 す よ う に 、 整 流 口 ９ の 周 囲 に 設 け ら れ た 樹 脂
枠 １ ３ の 内 周 か ら エ ア の 流 れ の 上 流 方 向 （ 車 両 上 方 向 ） に 延 出 し た 曲 面 を 有 す る １ つ の 整
流 板 ｃ と 、 エ ア の 流 れ の 下 流 方 向 （ 車 両 下 方 向 ） に 延 出 し た 曲 面 を 有 す る ２ つ の 整 流 板 ａ
， ｂ と か ら な る も の で あ り 、 樹 脂 枠 １ ３ と 同 一 素 材 の 樹 脂 に よ っ て 一 体 的 に 設 け ら れ て い
る 。 こ の よ う な 整 流 部 材 １ １ を 設 け て い る た め 、 本 実 施 形 態 の エ ア ク リ ー ナ １ ０ は 、 図 ９
に 示 す 一 体 型 部 材 を 備 え る 従 来 の エ ア ク リ ー ナ よ り も 、 エ ア の 流 れ を 滑 ら か に す る こ と が
で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の 整 流 板 ａ ， ｂ ， ｃ を 設 け た こ と に よ っ て 、 圧 力 損 失 を 抑 え た り 、 エ ア フ ロ ー メ ー タ の
測 定 値 の バ ラ ツ キ を 抑 え る こ と が で き 、 エ ン ジ ン の 出 力 性 能 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き
る 。
ま た 、 整 流 板 ａ ， ｂ ， ｃ を 設 け た こ と に よ っ て 、 各 整 流 板 に 対 し て エ ア の 流 れ る 部 分 と そ
の 反 対 側 の エ ア の 流 れ な い 部 分 と に 部 屋 を 分 割 す る こ と に な る た め 、 レ ゾ ネ ー タ と し て の
効 果 （ 消 音 効 果 ） を も 得 る こ と が で き る 。
さ ら に 、 整 流 板 ａ ， ｂ ， ｃ 等 の 整 流 部 材 １ １ を 設 け な い 場 合 に 生 じ る エ ア の 渦 巻 き が 生 じ
る こ と も な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 図 ２ 及 び 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 整 流 口 ９ に は 、 樹 脂 枠 １ ３ と 同 一 素 材 の 樹 脂 か
ら な り 且 つ 内 部 空 洞 の フ ァ ン ネ ル 材 １ ５ が 、 樹 脂 枠 １ ３ 及 び 整 流 板 ａ ， ｂ ， ｃ と 一 体 的 に
設 け ら れ て い る 。 か か る フ ァ ン ネ ル 材 １ ５ は 、 整 流 板 ａ ， ｂ ， ｃ と 同 様 に 整 流 部 材 と し て
の 効 果 、 即 ち エ ア の 流 れ を 滑 ら か に し た り 、 レ ゾ ネ ー タ と し て の 効 果 等 を 奏 す る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 実 施 形 態 の エ ア ク リ ー ナ １ ０ は 、 前 述 の よ う に 、 整 流 口 ９ に お い て 、 樹 脂 枠 １ ３ 、 整 流
板 ａ ， ｂ ， ｃ （ 整 流 部 材 １ １ ） 及 び フ ァ ン ネ ル 材 １ ５ が 一 体 的 に 設 け ら れ て い る た め 、 製
造 に 際 し て 用 い る 金 型 を 簡 素 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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本 実 施 形 態 の エ ア ク リ ー ナ １ ０ は 、 既 述 の 通 り 、 例 え ば 、 車 両 に お け る エ ン ジ ン の 直 上 に
取 り 付 け ら れ る も の で あ る 。 こ の 場 合 、 本 実 施 形 態 の エ ア ク リ ー ナ １ ０ か ら 整 流 さ れ た 清
浄 エ ア が 外 部 に 排 出 さ れ 、 そ の 後 、 車 両 に 付 設 さ れ た エ ア フ ロ ー メ ー タ 、 ス ロ ッ ト ル ボ デ
ィ 、 イ ン テ ー ク マ ニ ホ ー ル ド 、 エ キ ゾ ー ス ト マ ニ ホ ー ル ド 等 に エ ア が 流 れ る こ と に な る （
図 １ １ 参 照 ） 。 従 っ て 、 前 述 の 整 流 板 ａ ， ｂ ， ｃ を 具 備 す る 本 実 施 形 態 の エ ア ク リ ー ナ １
０ を 使 用 す れ ば 、 排 出 さ れ る 清 浄 エ ア が 滑 ら か に 整 流 さ れ る た め 、 エ ン ジ ン の 吸 入 空 気 量
を 測 定 す る エ ア フ ロ ー メ ー タ の 測 定 値 の バ ラ ツ キ を 抑 え 、 延 い て は エ ン ジ ン の 出 力 性 能 の
低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
以 上 、 本 発 明 の 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ に つ い て 好 適 な 実 施 形 態 を 挙 げ て 具 体 的 に 説 明 し
た が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 形 態 に よ り 何 等 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本 発 明 は 、 そ の 趣
旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 に お い て 、 以 下 の よ う に 適 宜 変 更 形 態 と す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 に お い て 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 は 、 エ ア ク リ ー ナ ケ ー ス 及 び キ ャ ッ プ を 組 み 合 せ た も
の に 限 ら ず 、 一 体 型 の も の や 二 又 は そ れ 以 上 の ケ ー ス 部 材 等 を 組 み 合 わ せ た も の で あ っ て
も よ い 。 ま た 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 が エ ア ク リ ー ナ ケ ー ス 及 び キ ャ ッ プ を 組 み 合 せ た も の で
な い 場 合 に は 、 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト 及 び 整 流 口 を 有 す る 一 体 型 部 材 は 、 そ の 所 定 の 形
状 を 保 持 し 得 る よ う に 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 の 所 定 の 部 分 に 着 脱 可 能 に 挿 入 、 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 本 発 明 に お い て 、 整 流 部 材 は 、 そ の 機 能 を 損 な わ な い 限 り そ の 形 状 に 特 に 制 限 さ れ
ず 、 特 に 前 記 整 流 部 材 １ １ の よ う に 樹 脂 枠 １ ３ 等 の 剛 性 枠 材 と 一 体 的 な も の と し た 場 合 に
は 、 製 造 上 の 制 約 を 受 け る こ と な く 良 好 な 成 型 性 で 以 っ て 適 宜 な 形 状 に 設 定 す る こ と が で
き る 。 例 え ば 、 整 流 部 材 の 表 面 を デ ィ ン プ ル 形 状 に し 、 乱 流 の 発 生 を 抑 制 す る 等 の 形 状 に
す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 本 発 明 に お い て 、 整 流 部 材 は 、 剛 性 枠 材 と 同 一 又 は 異 な る 素 材 の 部 材 と し て 、 剛 性
枠 材 と は 別 個 に 溶 着 等 の 手 段 に よ り 設 け た も の で あ っ て も よ い 。 更 に 、 フ ァ ン ネ ル 材 を 設
け る 場 合 に も 、 剛 性 枠 材 や 整 流 部 材 と 同 一 又 は 異 な る 素 材 の 部 材 と し て 、 こ れ ら 部 材 と は
別 個 に 溶 着 等 の 手 段 に よ り 設 け た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 本 発 明 に お い て 、 剛 性 枠 材 及 び 整 流 部 材 並 び に フ ァ ン ネ ル 材 を 設 け る 場 合 の フ ァ ン
ネ ル 材 は 、 そ れ ら の 素 材 に 特 に 制 限 さ れ ず 、 樹 脂 の 他 、 カ ー ボ ン 、 ア ル ミ や チ タ ン 等 の 金
属 等 か ら な る も の を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 本 発 明 に お い て 、 シ ー ル 部 材 は 、 そ の 素 材 に 特 に 制 限 さ れ ず 、 ゴ ム の 他 、 ウ レ タ ン
、 不 織 布 等 か ら な る も の を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 前 述 し た 実 施 形 態 の エ ア ク リ ー ナ １ ０ に お け る 一 体 型 部 材 １ ４ が 備 え る 内 部 空 洞 の
フ ァ ン ネ ル 材 １ ５ に 替 え て 、 図 ７ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ハ ニ カ ム フ ァ ン ネ ル ２ １
を 取 り 付 け た 一 体 型 部 材 ２ ０ を 設 け た 構 成 の 実 施 形 態 に す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の ハ ニ
カ ム フ ァ ン ネ ル ２ １ を 備 え る こ と に よ り 、 整 流 効 果 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 尚 、 図 ７
は 、 整 流 部 材 １ １ を 省 略 し て 示 し て あ る 。 因 み に 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 従 来 の エ ア ク リ
ー ナ を 使 用 し た 場 合 に は 、 エ ア の 流 れ が 矢 印 の よ う に 渦 巻 き 状 に な り 、 整 流 効 果 が 乏 し く
な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 図 ８ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 前 述 し た 実 施 形 態 の エ ア ク リ ー ナ １ ０ に お け る
一 体 型 部 材 １ ４ の 整 流 口 ９ 側 の 樹 脂 枠 １ ３ に 、 更 に 金 網 ３ １ を 設 け た 一 体 型 部 材 ３ ０ を 備
え た 構 成 の 実 施 形 態 に す る こ と も 可 能 で あ る 。 金 網 ３ １ を 備 え る こ と に よ り 、 整 流 効 果 を
向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 一 体 型 部 材 ３ ０ は 、 整 流 口 ９ に お け る 樹 脂 枠 １ ３ を
含 む 面 に 金 網 ３ １ を 設 け た も の で 、 樹 脂 枠 と 一 体 的 に 成 形 す る 際 に 金 網 を イ ン ジ ェ ク シ ョ
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ン す る こ と で 容 易 に 得 る こ と が で き る 。 尚 、 図 ８ は 、 整 流 部 材 １ １ を 省 略 し て 示 し て あ る
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 発 明 の エ ア ク リ ー ナ の 用 途 と し て は 、 車 両 に お け る エ ン ジ ン の 直 上 以 外 に
も 、
車 両 取 り 付 け で も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
本 発 明 は ま た 、 前 述 し た 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ に 用 い ら れ る 、 着 脱 可 能 な エ ア ク リ ー ナ
用 一 体 型 部 材 で あ っ て 、 前 記 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト と 、 前 記 シ ー ル 材 と 、 前 記 剛 性 枠 材
と 、 前 記 整 流 部 材 と が 一 体 化 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る エ ア ク リ ー ナ 用 一 体 型 部 材 を 提
供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
本 発 明 の 一 体 型 部 材 は 、 前 述 し た エ ア ク リ ー ナ １ ０ に 設 け ら れ た 一 体 型 部 材 、 即 ち 、 エ ア
ク リ ー ナ エ レ メ ン ト ８ 、 シ ー ル ゴ ム １ ２ 、 樹 脂 枠 １ ３ 及 び 整 流 板 ａ ， ｂ ， ｃ が 一 体 化 さ れ
て な る 一 体 型 部 材 １ ４ を 好 適 な も の と し て 提 供 で き る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 本 発 明 の
一 体 型 部 材 に よ れ ば 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 に 対 す る 取 り 付 け が 容 易 と な り 、 エ ア ク リ ー ナ 中
の エ ア の 流 れ を 滑 ら か に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 に エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト 及 び シ ー ル 構 造 部 材 を 取 り
付 け 易 く し 、 エ ア の 流 れ を 滑 ら か に す る 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ を 提 供 す る こ と が で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ の 一 実 施 形 態 と し て の エ ア ク リ ー ナ １
０ を そ の エ ア 導 入 部 及 び エ ア 導 出 部 を 有 す る 側 か ら 見 た 場 合 の エ ア ク リ ー ナ １ ０ の 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 す エ ア ク リ ー ナ １ ０ に お け る エ ア 導 入 部 及 び エ ア 導 出 部 を 含 む
平 面 で 切 断 し た と き の 正 面 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 ２ に 示 す エ ア ク リ ー ナ １ ０ に お け る Ａ － Ａ 断 面 図 （ 一 部 省 略 ） で あ る
。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ３ に 示 す エ ア ク リ ー ナ １ ０ に お け る Ｂ － Ｂ 断 面 図 の う ち 一 体 型 部 材 の
み を 一 部 省 略 し て 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ （ ａ ） は 、 図 １ に 示 す エ ア ク リ ー ナ １ ０ に 用 い ら れ る 一 体 型 部 材 を 示 す 平 面
図 で あ り 、 図 ５ （ ｂ ） は 、 図 ５ （ ａ ） の Ａ － Ａ 断 面 図 （ 一 部 省 略 ） で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ （ ａ ） は 、 図 １ に 示 す エ ア ク リ ー ナ １ ０ に 用 い ら れ る 一 体 型 部 材 に つ い て 、
エ ア ク リ ー ナ か ら 離 脱 さ せ た 状 態 を 一 部 省 略 し て 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ６ （ ｂ ） は 、 同 状
態 を 概 略 的 に 示 す 正 面 図 （ 骨 格 部 の み ） で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ （ ａ ） は 、 本 発 明 の 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ の 他 の 実 施 形 態 と し て の エ ア ク
リ ー ナ を 、 エ ア ク リ ー ナ キ ャ ッ プ を 省 略 し て 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ７ （ ｂ ） は 、 同 正 面 図
で あ り 、 図 ７ （ ｃ ） は 、 図 ７ （ ｂ ） の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ （ ａ ） は 、 本 発 明 の 内 燃 機 関 用 エ ア ク リ ー ナ の 更 に 他 の 実 施 形 態 と し て の エ
ア ク リ ー ナ を 、 エ ア ク リ ー ナ キ ャ ッ プ を 省 略 し て 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ８ （ ｂ ） は 、 同 正
面 図 で あ り 、 図 ８ （ ｃ ） は 、 図 ８ （ ｂ ） の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ （ ａ ） は 、 従 来 の エ ア ク リ ー ナ に 用 い ら れ る 一 体 型 部 材 に つ い て 、 エ ア ク リ
ー ナ か ら 離 脱 さ せ た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ９ （ ｂ ） は 、 同 状 態 を 概 略 的 に 示 す 正 面
図 （ 骨 格 部 の み ） で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ （ ａ ） は 、 従 来 の エ ア ク リ ー ナ を 、 エ ア ク リ ー ナ キ ャ ッ プ を 省 略 し て 示
す 平 面 図 で あ り 、 図 １ ０ （ ｂ ） は 、 同 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 図 １ に 示 す エ ア ク リ ー ナ １ ０ を そ の 一 使 用 形 態 と し て の 車 両 に お け
る エ ン ジ ン の 直 上 に 取 り 付 け た 状 態 と し て 、 車 両 内 部 を 透 視 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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１ ０ … エ ア ク リ ー ナ 、 １ … エ ア ク リ ー ナ キ ャ ッ プ 、 ２ … エ ア ク リ ー ナ ケ ー ス 、 ３ … エ ア 導
入 部 、 ４ … エ ア 導 出 部 、 ５ … 区 画 壁 、 ６ … ダ ス テ ィ 側 空 間 、 ７ … ク リ ー ン 側 空 間 、 ８ … エ
ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト 、 ９ … 整 流 口 、 １ １ … 整 流 部 材 （ ａ ， ｂ ， ｃ … 整 流 板 ） 、 １ ２ … シ
ー ル ゴ ム 、 １ ３ … 樹 脂 枠 、 １ ４ ， ２ ０ ， ３ ０ … 一 体 型 部 材 、 １ ５ … フ ァ ン ネ ル 材 、 ２ １ …
ハ ニ カ ム フ ァ ン ネ ル 、 ３ １ … 金 網 、 ４ ０ … 車 両

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(8) JP 2004-144025 A 2004.5.20



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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